
日時　 10月19日（月）20:00～20:40
会場　 AP東京丸の内 A会議室
出席チーム 下記参照
欠席チーム なし
議事録 日鉄住金物産/遠西

議題
※以下敬称略

目次 1 チームデータ提出について
2 不可日提出について
3 得点ランキングについて
4 試合消化状況、兼松都賀グランドについて

内容 1 チームデータ提出について
① 評価方法について

＊第2回代表者会議で、「初回登録時以降、変更点がない場合も5点を入れるべきか」との問題提起あり。
方法Ⅰ：現状維持＝内容変更の有無に関わらず毎月の更新ごとに全て評価し、平均点を出す。(岩谷産業/戸辺)
・2回目以降に変更がない場合、平均点が上がるが、満点になることはない。
・担当幹事の評価作業が複雑になることを避けたい。
方法Ⅱ：内容変更有りの場合のみ評価し、変更のあった更新の回数で平均点を出す。(三井物産/勝岡)
・変更無しの更新を評価対象外にすることで、より平等な評価につながるのではないか。
・初回の減点を挽回するために、あえて小刻みに更新をするチームが出るという懸念有り。
方法Ⅲ：変更内容に不備があった場合に減点する。(三井物産/勝岡)
・初回に減点があると、2回目以降、挽回が出来ないようなシステムに変えることが出来る。
・減点条件を別途検討する必要がある。
・各方法についてその場での意見投票はⅠが1票、Ⅱが1票、Ⅲが4票。
→方法Ⅰ～Ⅲの中でどれを採用すべきか、役員会に持ち帰って議論する。(役員会/西村)

② 更新データの実用タイミングについて
・毎月第一金曜日に更新データ受領後、役員会承認からリーグ戦での使用許可が降りるまで、リードタイムが明確ではない。(岩谷産業/戸辺)
・現状はデータ更新の翌週(第二土曜日)の試合から使用可能となるよう、迅速に対応している。(役員会/中村)
→11/13(金)までに運用ルール案を役員会宛に提出し、議論にかける。(岩谷産業/戸辺)

2 不可日提出について(三井物産/勝岡)
＊第2回代表者会議で、「阪和興業のチーム合宿、丸紅のOB戦は不可日として認められるのか」との指摘有り。
・現状、オペレーションに支障をきたしていないため、主幹事の判断で考慮している。
・社内行事の申請が多く、判断に迷うケースが多々ある。
・主幹事と役員会の間でどのように議論するかが明確でない。
→今週中に、不可日申請の過去事例一覧表を主幹事宛に送付する。(役員会/中村)
→不可日の役員会への事前承認ルートについて、役員会に持ち帰って議論する。(役員会/西村)

3 得点ランキングについて
＊第2回代表者会議で、「平均点が4.05点と高くなっている為、整合性の確認要」との指摘有り。
→主幹事、MC報告書担当幹事の両者で確認した結果、間違いなし。

4 試合消化状況、兼松都賀グランドについて(三井物産/勝岡)
・今後、雨天中止等がなければ年内の全試合消化が可能な状態。
・兼松が自社の残り試合数以上に都賀グランドを取得してくれている。
→11月・12月の進捗状況が悪化した場合、都賀グランドの使用を検討する。

以上

２０１５年度商社リーグ　第２回幹事会議　議事録

内容

＜出席者名簿＞
役員会 西村、中村
岩谷産業 戸辺
三井物産 勝岡、山本
蝶理 川崎
日鉄住金 遠西、高石


